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研究成果の概要（和文）： 2015年4月25日に、京都国際マンガミュージアム、京都精華大学国際マンガ研究センターと
の共催で国際シンポジウム「ANIMEのアイデンティティ：表現・物語・メディア」を開催し、アニメの〈声〉の表現様
態と、そこに立ち現れる主体の擬似的な経験の特質について事例報告をもとに、討議と行った。
　アニメの場合、〈声〉の源となる仮想の身体の生成には、それに呼応する観客・視聴者・聴取者においても〈声〉の
経験が不可欠であることを確認した。

研究成果の概要（英文）：On April 25 , 2015 , by Kyoto International Manga Museum and Kyoto Seika 
University International Manga Research Center was co-sponsored the International Symposium " Identity of 
ANIME : representation - story - medium" . We held repeated discussions about the representation aspect 
of the < voice > Anime , and about the nature of pseudo- experience of the subject. I went to the 
discussion .
It was also confirmed that, in the case of ANIME , this experience of < voice > in the audience , the 
viewer - listener to be in response to it - is very essential to the becoming of a virtual body that 
becomes a source of < voice > .

研究分野：フランス文学

キーワード： 〈声〉　デジタル　主体
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１． 研究開始当初の背景 
（１）18 世紀における百科全書、19 世にお
ける詩と小説、20 世紀における映画。これら
の領域は、それぞれの世紀に興隆し、人文学
の核であると同時に人文学の再編を促して
きた領域である。そしていずれの領域におい
ても、「声」は人間主体の精神や内面を担保
することを期待されてきた。 
（２）現在、デジタル技術が格段の進化を遂
げた 21 世紀初頭において、「声」もまたデー
タのひとつとして操作されうる。そのため、
「声」をめぐる現象および言説もまた変容し
ていることが想定される。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、百科全書と Wikipedia を、文学
とブログを、そしてトーキー映画とアニメ―
ションおよびデジタル音声合成技術を比較
対照し、デジタル時代における「声」の変化
を各領域において測定することで、デジタル
技術が人文学に与える変容に歴史的・社会
的・文化的座標を再度与えることを目指す。 
 
３．研究の方法 
21 世紀初頭、実写映画はコンピューターグ
ラフィックスの洗練によって、その存在論的
位置づけへの根本的な変更を余儀なくされ
ている。光の痕跡が記録される写真像と、絵
は互いに分ち難く結びついている。存在論的
に異なると見なされてきた二つの映像の混
淆がもっとも顕著であるのは、俳優身体であ
る。  
 デジタル技術がもたらしたこの変容は、キ
ャラクターのコンピューターグラフィック
スに身体を覆われてしまう俳優が声を中心
にして、みずからのスターダムを構築する現
象を生み出した。従来、映画スターはその視
覚的現前によって観客とコミュニケーショ
ンを図ってきたため、彼・彼女らの声の前景
化は新しい現象といえる。 
 本研究では、声の突出というデジタル技術
が呼び寄せた俳優身体表象にメディア文化
論的座標を与えるために、以下ふたつの隣接
領域における声との比較対照から、考察をす
すめる。 
 まずは、アニメーションである。なかでも、
第二次大戦後の日本のアニメに着目する。ア
ニメは、１秒間に 24 コマをすべて異なる絵
を描くいわゆる、フル・アニメーションでは
なく、12 コマないし 8コマのみを描くリミテ
ッド・アニメーションである。運動を選択す
るアニメが表現媒体として成熟するには、キ
ャラクターに与えられる声の力が必要であ
った。そして、21 世紀初頭の現在、キャラク
ターの背後に隠れているはずの声優たちは、
声に自らの署名を入れて流通させ、確固たる
スターダムを築いているため、アニメは、デ
ジタル技術によってその声が前景化したス
ターの身体を考察するための恰好の領域で
ある。次に、音声合成ソフトである。声をそ

の持主から切りはなし、デジタルデータとし
て操作することを可能にするこのソフトは、
人間主体を担ってきた声の脱神格化を促進
しているかのようにみえる。しかし興味深い
ことに、それと同時に音声合成ソフトから作
成される歌声をめぐって、数多くの映像作品
が生み出され、各種動画共有サイトにおいて
発表されているとおり、声はその持主とは異
なる身体として聴取者に想起され、声の持ち
主以上の実体をもって聴取者に立ち現われ
てもいる。 
アニメにおける声の強化と音声合成ソフ
トにおける声の編成を支えているのは、技術
とメディアによって形成される声と受容者
とのコミュニュケーションである。本研究は、
個々のテクストにおける声の機能を分析す
ることにくわえ、個々のテクストを形成する
要素のなかでも、とくに観客・聴取者による
声の聴取様態と音響技術の関係に注目し、デ
ジタル時代における俳優身体の声の突出と
そのスターダムの様態を多角的に考察する。 
 
４．研究成果 
2013 年度は、デジタル時代における声の問
題を文学・哲学と共有するための基礎作業に
従事した。 
2014 年度は、視聴覚媒体であるアニメにお
いて、キャラクターを構成する視覚的側面と
聴覚的側面が取り結んできた、また取り結び
うる関係性を重点課題のひとつに選んだ。と
くにアニメ制作現場でもデジタル化が進ん
できた 1990 年代から 2000 年代の作品を中心
に考察をおこない、声が図像とずれることが
女性キャラクター表象にもたらした革新を
論じ、論文「戦闘美少女と叫び、そして百合」
（『ユリイカ』Vol.46，No.15， pp.181-189）
として発表した。そして、アニメを中心とす
る現代映像文化における声についての先駆
的な研究を発表してきた小林翔氏と広瀬正
浩氏を招聘し、研究会「現代映像文化におけ
る声と身体 アニメーションを中心に」
（2015 年３月 18 日新潟大学）を開催した。
石田はデジタル時代における俳優の声―実
写とアニメーションの融合領域」を発表し、
両氏との意見交換から、デジタル時代におけ
る声について、多角的な検討をおこなった。
最終年度である 2015 年度は、３本の単独発
表―「ロトスコープと〈アニメ〉『惡の華』
を中心に」（国際シンポジウム「ANIME のアイ
デンティティ：表現・物語・メディア」2015
年 4月 25日：京都国際マンガミュージアム）、
「声の突出―デジタル時代における俳優身
体」（京都国際マンガミュージアム／京都精
華大学国際マンガ研究センター 第 7 回国際
学術会議第七回国際学術会議「コミコロジ
ー：理論と実践を絡み合わせる新《研究》」
2015 年 9月 27 日、：京都国際マンガミュージ
アム）、「イケメンとイケボ」（東京大学大学
院総合文化研究科附属 共生のための国際哲
学研究センター(UTCP) 上廣共生哲学寄附研



究部門主催ワークショップ「イケメン×2.5 
―境界、まなざし、在／不在」2015 年 11 月
8 日：東京大学駒場キャンパス）を行い、マ
ンガ、アニメ、カルチュラル・スタディーズ、
哲学、文学の研究者と活発な意見交換を行い、
現代文化における声の諸相の理解を深めた。 
また、表象文化研究の立場から、番場は、
現代社会におけるツイッターやブログとい
ったソーシャル・ネットワーキング・サービ
スが、人々の新しい共同体意識とともに独特
な文体と時間感覚を作り出していること、ま
た、新たな言論状況の出現が、今日の民主主
義における「声」のあり方に対するラディカ
ルな批判につながっていることに注目し、か
かる今日的状況の淵源を、19 世紀後半におけ
るメディア環境の変化にさかのぼって考察
することを試みた。まず第一に挙げるべきは、
晩年のドストエフスキーが個人で刊行して
いた月刊総合誌『作家の日記』（1876-77、
1880-81 年）である。文学、評論、社会問題、
国際政治、読者からの手紙といった雑多な素
材を貪欲に取り込み、作家の私的な回想や信
念をつづる「日記」であると同時に公的問題
に関する堂々たる「言論」の場でもあったこ
の雑誌は、個人がメディアを持ち、従来の公
／私の境界を侵犯していた点で、各種 SNS に
よって牽引される今日の言説状況を先取り
している。第二の論点は、「小説」と「写真」
という 19 世紀的なメディアが可能にした
「声」と「身体」に関する新たな想像力であ
り、それを支えていた社会編制のあり方であ
る。小説のジャンル的特質について、ミハイ
ル・バフチンは「小説とはただひとつの言語
の絶対性を拒否したガリレイ的言語意識の
表現である」（「小説の言葉」1934-35 年）と
述べ、その本質的な多数性と混淆性を強調し
た。複数の言語のあいだ（ラテン語とロマン
ス諸語、共通語と諸方言……）、複数のメデ
ィアのあいだ（声と文字、手紙と活版印刷、
文字と挿絵……）、複数のジャンルのあいだ
（叙事詩と小説、歴史と小説、小説とその映
画化……）で生成してきた小説は、本質的に
「折り畳まれるメディア」と呼ぶべき性格を
もっており、各種メディアの固有性を志向し
て夾雑物を排除しようとしたモダニズムよ
りは、雑多なものの共存を肯定するポストモ
ダニズムと親和的な面をもっているのであ
る。また、小説ジャンルの発展は、個人の「顔」
の主題化と分かちがたく結びついているが、
このような方向で考察を進めていくなかで
浮かび上がってきた第三の論点が、19 世紀の
写真について論じるとともに、その写真家と
しての実践を通して、グローバリゼーション
に抵抗する「声」の所在を指摘していた写真
家・写真史家のアラン・セクーラの仕事であ
った。「身体とアーカイヴ」（1985 年）でセク
ーラは、19 世紀において、写真家ナダールの
肖像写真に代表される卓越した個人の顔へ
の注目が、その裏面において、無数の犯罪者
や逸脱者の顔を記録し、分類し、管理しよう

とした警察権力による写真使用に支えられ
ていたことを示した。19 世紀末の「影のアー
カイヴ」は、名士たちのギャラリーや世界の
観光名所の写真とあいまって、貨幣にも喩え
られる包括的な交換システムを作りあげよ
うとしていたのであり、その点で、20 世紀後
半のグローバリゼーションを予見するもの
だったのである。セクーラは、そうしたグロ
ーバル化する権力に対抗する「声」を、大洋
を航行する船乗りたちのあいだに見出そう
とした。「法螺話」を意味する "fish story" 
を題名に冠したセクーラの写真集は、中央政
府による情報管理と、周縁化された船員たち
の「声」の抗争を主題化し、グローバリゼー
ションの虚構を告発する「水」の表象の系譜
をたどる（『フィッシュ・ストーリー』1995
年）。日本における数少ないセクーラの専門
家である神戸大学の前川修氏、映像論の立場
からセクーラの重要性に注目してきた立命
館大学の北野圭介氏、京都精華大学の佐藤守
弘氏の協力を得て、表象文化論学会と
PARASOPHIA：京都国際現代芸術祭 2015 の共
催で、表象文化論学会第 9回研究発表集会に
おける研究発表パネル「アラン・セクーラ、
写真とテクスト、イメージと地政学のあいだ
Ⅰ」（2014 年 11 月 8 日、新潟大学）、トーク
セッション「アラン・セクーラ、写真とテク
スト、イメージと地政学のあいだ II」（2014
年 11 月 9日、砂丘館）を開催し、翌 2015 年
5月 6日にも「Parasophia Conversations 06: 
セクーラを読む人 III——イメージの唯物論
（について考える）」（京都市美術館 
PARASOPHIA ルーム）でセクーラについて集中
的に検討する機会を持つことができたのは、
大きな成果であった。 
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